
　
毎
日
暑

い
！
夏
日
、

真
夏
日
、
猛

暑
日
は
あ

る
。
40
℃
超
の
名
称
を
予
報
用

語
に
追
加
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
▼
今
僕
に
と
っ
て
〝
あ
つ

い
〞の
は「
や
な
せ
た
か
し
」で

あ
る
。美
術
館「
え
き
」Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
へ
彼
の
世
界
を
見
に
行
っ

た
。
漫
画
家
と
し
て
し
か
知
ら

な
か
っ
た
が
、
詩
人
と
し
て
も

才
能
を
発
揮
し
て
い
た
。
戦
争

体
験
が
ア
ン
パ
ン
マ
ン
は
じ
め

全
て
の
作
品
の
基
礎
に
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
。
い
ろ
い
ろ
批
判

を
受
け
た
が
、今
で
は「
月
光
仮

面
」で
は
な
い
が
、「
誰
も
が
み

ん
な
知
っ
て
い
る
」
ア
ン
パ
ン

マ
ン
で
あ
る
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
顔（
五
つ
）を
検
査
時
の
子
ど

も
の
指
標
に
し
て
い
る
。
泣
く

子
も
お
と
な
し
く
な
る
。2
歳

前
後
の
幼
児
も
。す
ご
い
！
▼

「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
マ
ー
チ
」

「
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
」が
有
名

だ
が
、
僕
は
「
ノ
ス
タ
ル
爺
さ

ん
」「
絶
望
の
と
な
り
」が
好
き

だ
。
と
も
す
れ
ば
漢
字
を
使
い

が
ち
（
パ
ソ
コ
ン
の
負
）
だ

が
、
彼
の
詩
に
は
ひ
ら
が
な
が

多
い
。
漢
字
を
使
え
ば
良
い
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
詩
に
は

ひ
ら
が
な
の
使
い
方
が
大
事
だ

と
思
っ
た
▼
下
鴨
納
涼
古
本
ま

つ
り
に
行
っ
た
。「
街
の
本
屋

さ
ん
」
が
激
減
し
て
い
る
が
、

暑
い
中
、
大
勢
の
人
が
集
ま
っ

て
い
た
。
2
冊
買
っ
た
（
大
伴

家
持
と
ビ
ー
ト
ル
ズ
詩
集
）。

T
sundoku

is
also

part
ofreading

（
請
売
り
）
と

思
っ
て
い
る
が
、会
報
、
医
学

雑
誌
な
ど
紙
媒
体
が
少
な
く
な

り
、
流
さ
れ
て
い
る
自
分
が
い

る
。最
後
に
愚
痴
一
つ
、「
10
月

に
最
低
賃
金
上
が
る
の
に
診
療

報
酬
低
空
飛
行
」

（
励
無
）

　
協
会
は
第
78
回
定
期
総
会
（
第
2
0
9
回
定
時
代
議
員

会
合
併
）
を
7
月
27
日
に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
で
開

催
（
ウ
ェ
ブ
併
用
）。
96
人
（
代
議
員
66
人
、
一
般
会
員
10

人
、
役
員
20
人
）
が
出
席
し
、
飯
田
泰
啓
議
長
と
戎
井
浩
二

副
議
長
が
議
事
を
進
行
し
た
。
2
0
2
4
年
度
活
動
報
告

と
25
年
度
活
動
方
針
・
予
算
案
、
決
議
案
を
提
案
し
、
全
て

賛
成
多
数
で
承
認
、
採
択
さ
れ
た
。
総
会
後
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
生
き
残
れ
る
組
織
と
は
―
今
後
の
保
険
医
協
会
を
考
え

る
」
を
開
催
し
、
78
人
が
参
加
し
た
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳

報
は
後
日
掲
載
）。

（
関
連
2
・
3
面
）

　
開
会
に
あ
た
り
、
6
月
に
就

任
し
た
内
田
亮
彦
理
事
長
よ
り

「
山
積
し
て
い
る
政
策
課
題
に

つ
い
て
は
会
員
か
ら
の
意
見
を

聞
き
、
保
険
医
協
会
な
ら
と
賛

同
し
て
も
ら
え
る
よ
う
活
動
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　
茨
木
和
博
副
理
事
長
が
24
年

度
の
活
動
を
総
括
し
た
。
マ
イ

混
沌
と
し
て
い
る
と
指
摘
。
参

院
選
で
争
点
と
な
っ
た
社
会
保

険
料
の
引
き
下
げ
は
社
会
保
障

費
削
減
に
利
用
さ
れ
、
反
転
攻

勢
が
必
要
と
述
べ
た
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
の
保
険
外
し
は
貧
富
の

格
差
が
医
療
内
容
の
格
差
に
持

ち
込
ま
れ
決
し
て
認
め
て
は
な

ら
な
い
と
問
題
視
。
医
療
Ｄ
Ｘ

や
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
受
診
施
設

を
通
じ
た
医
療
の
市
場
化
・
産

業
化
の
動
き
に
も
注
視
し
た
い

と
し
た
。

　
情
勢
報
告
を
受
け
て
、
内
田

理
事
長
が
25
年
度
活
動
方
針
を

提
案
。
病
床
数
適
正
化
支
援
事

業
へ
の
想
定
を
上
回
る
申
請
は

多
く
の
病
院
が
経
営
困
難
に

陥
っ
て
い
る
こ
と
の
現
れ
と
指

摘
。
医
業
経
営
の
救
済
な
く
し

て
は
地
域
医
療
は
崩
壊
す
る
と

し
て
、
国
に
は
社
会
保
障
削
減

で
は
な
く
必
要
な
財
源
確
保
を

求
め
た
い
と
し
た
。
協
会
財
政

に
つ
い
て
は
物
価
高
や
事
務
所

賃
料
の
値
上
げ
の
中
で
も
会
員

サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
充
実
・
向

上
と
活
動
強
化
の
た
め
に
8
月

か
ら
の
会
費
引
き
上
げ
を
提
案

し
、
理
解
を
求
め
た
。

医業経営危機の打開を医業経営危機の打開を
会費引き上げも承認会費引き上げも承認
第78回定期総会で方針

　福山副理事長はアンケー
トの報告に先立ち、OTC
薬、OTC類似薬、スイッ
チOTC化※などの用語を
説明した。アンケートでは
約７割がOTC類似薬の保
険外しに反対したと述べ、
実際にOTC薬を服用・使
用し重症化して来院する患
者がいたと回答した会員も
４割に上ると紹介した（ア
ンケート結果は協会ホーム
ページに掲載）。OTC類似

薬の保険外しは患者の健康
や医療の安全を脅かすだけ
でなく、その流れで狙われ
ているOTC薬を処方した
際の技術料の選定療養化は
保険給付の縮小と患者負担
の増加につながり、実質的
な混合診療の拡大となると
指摘。医薬品供給の安定化
も含めて国へ訴えていきた
いとした。
　さらに保険外しは、指定
難病などの公費負担医療制

　保険外しで患者負担が３
割から10割になるとのこと
だが、具体的にどの程度か。
――病状や科目にもより、
処方薬と一般薬の薬剤の価
格自体が異なるので単純比
較はできないが、厚労省調
べでも自己負担が10倍以上
になるという試算が出てい
る。一般薬は処方薬と同一
成分でも添加物や含有量が
異なり、医薬品自体の質の
違いもあり、価格だけの問
題ではない。

◇
　保険外しが受診抑制にど
うつながるのか。
――処方してもらえないの
であれば受診する意味がな
いと捉える患者が出てく
る。だが、患者はコロナか
インフルエンザかＲＳウイ
ルスかどれに感染している
のかを自己診断できない。
診断が確定されなければ適
切な治療につながらず、重
症化も懸念される。

◇
　医師がOTC薬を処方し
た際の技術料を選定療養化
するというのはどういうこ
とか。

――今は原則、保険診療と
保険外診療を併せて行う混
合診療が認められていない
ため、医師は保険診療で
OTC薬は処方できない。
そのため、医師がOTC薬
を処方した際に、OTC薬
は全額自己負担、医師の技
術料や診療料を選定療養
（差額ベッド代、予約診療な
どと同様の仕組）にして混
合診療にならないようにし
ようと国は考えている。

◇
　生活保護受給者への影響
とは具体的にどのようなこ
とか。
――生活保護受給者は選定
療養が使えない。OTC薬
を処方した際の技術料が選
定療養化された場合、生活
保護受給者にとっては医師
の診療料も含めて全て自己
負担になり影響が甚大だ。

◇
　手軽に入手できる医薬品
でも使用方法を間違えば重
症化するとのことだが、具
体的にはどのようなことが
想定されるか。
――例えばロキソニンによ
る消化管穿孔、オーバー
ドーズで意識消失、白癬に
ステロイド外用を塗り悪
化―などが考えられる。

◇
　自民・公明・維新の３党
合意で示された保険外しの
28成分の中で特に影響が
大きいと考えられるのはど
れか。
――どれも影響はある。一

般的によく使われる医薬品
だからこそ、どれも影響が
大きい。

◇
　保険外しは患者への影響
が大きい。国への働きかけ
は。
――厚労省への要請と同時
に、実際の医療費削減は財
務省が考えていることでも
あり、財務省への働きかけ
が必要と考えている。何よ
りも市民や世論に保険外し
が現実になれば困ると理解
してもらうことが国への働
きかけへの後押しとなる。

度、子育て支援医療などの
福祉医療で医療費負担が軽
減されている人にも過大な
自己負担となると問題視。
生活保護受給者への影響も
甚大で、受診を躊躇し命の
問題に直結すると強調し
た。記者との質疑応答は別
項。

記者との質疑応答（要旨）

N
H
K
京
都
「
京
い
ち
に
ち
」

（
７
月
31
日
放
送
）

ナ
保
険
証
問
題
の
取
り

組
み
と
し
て
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
、
紙
の
保
険
証
の
存

続
を
強
く
求
め
た
と
報

告
し
た
。
高
額
療
養
費

の
負
担
限
度
額
引
き
上

げ
問
題
を
巡
っ
て
は
中

止
を
求
め
る
要
請
書
を

首
相
ら
に
送
付
。
世
論

の
高
ま
り
を
受
け
凍
結

に
つ
な
が
っ
た
と
し
た
。

　
続
い
て
、
辻
俊
明
理

事
か
ら
情
勢
を
報
告
。

参
議
院
選
挙
で
自
民
・

公
明
政
権
が
大
き
く
議

席
を
減
ら
し
た
一
方

で
、
新
興
の
政
党
が
躍

進
す
る
な
ど
、
政
治
情

勢
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

　協会は７月31日、OTC類似薬の保険外しに関して、
会員アンケートの結果をもとに協会会議室で記者会見を
行った。会見では内田亮彦理事長、福山正紀副理事長が
OTC類似薬の保険外しは「患者の健康そのものが脅か
され、保険で良い医療という社会保障の基盤を根底から
覆す」として撤回を訴えた。NHK京都、京都新聞社、
時事通信社、しんぶん赤旗、京都民報各社の記者が参
加。会見の模様は当日のNHK京都「京いちにち」、京都
民報（８月17日付）、しんぶん赤旗（８月１日、６日
付）、京都新聞（８月20日付）で報道された。京都新聞
社説（８月28日付）でも取り上げられた。

賛
成
多
数
で
方
針
等
が
承
認
さ
れ
た
総
会

記者からの質問に応じる内田理事長（右）と福山副理事長

2 0 2 5 年 (令和 7年) 9 月 1 0 日 第 3 2 0 1 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto

主な内容

●医師賠償責任保険
● 休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）
●針刺し事故等補償プラン
● 自動車保険・火災保険

TEL 075-212-0303

ご用命は

アミスアミス まで

定
期
総
会
関
連

（
２
・
３
面
）

「
チ
ー
ム
医
療
は
互
い
の

価
値
の
理
解
か
ら
」
接
遇
研
修
（
３
面
）

※  OTC薬
市販薬。医師の処方箋なしで薬局などで購入できる一般用医薬品。
 OTC類似薬
保険薬。医療用医薬品がOTC薬にスイッチ（切り替え）された
後も、引き続き医師に処方されている元の保険適用の医薬品。

　 スイッチOTC化 
医療用医薬品として長年使用され安全性や有効性が確立された
成分をOTC薬として販売できるようにすること。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し

保
険
で
良
い
医
療
に
反
す
る

理
事
長
ら
記
者
会
見
で
訴
え



　
来
年
1
月
か
ら

「
か
か
り
つ
け
医

機
能
報
告
制
度
」

の
報
告
が
始
ま

る
。
す
で
に
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
発
出

さ
れ
、
報
告
項
目
が
示
さ
れ

た
。
承
知
の
こ
と
と
思
わ
れ
る

が
、
1
号
機
能
は
従
前
の
標
榜

科
、
専
門
医
制
度
の
専
門
領
域

分
類
に
準
じ
た
枠
組
み
と
実
際

に
対
応
可
能
な
疾
患
選
択
で
あ

る
。
疾
患
は
外
来
患
者
数
の
多

い
病
名
上
位
40
疾
患
と
の
こ
と

だ
が
、
例
え
ば
痔
疾
患
専
門
医

院
で
は
便
秘
し
か
選
び
よ
う
が

な
い
（
ま
た
は
、
そ
の
他
の
自

由
記
載
）
な
ど
偏
り
が
あ
る
こ

と
が
問
題
で
あ
る
。「
医
療
に

関
す
る
患
者
相
談
対
応
」
が
必

須
要
件
と
さ
れ
る
が
、
総
合
的

な
相
談
と
は
限
ら
れ
な
い
よ
う

で
あ
る
。
2
号
機
能
は
時
間
外

対
応
や
在
宅
医
療
、
入
退
院
支

援
な
ど
の
い
ず
れ
か
の
実
績
を

求
め
ら
れ
る
項
目
で
あ
る
。

　
必
須
項
目
の
最
小
限
の
報
告

要
件
を
満
た
せ
ば
資
格
が
あ
る

と
判
定
さ
れ
る
が
、
逆
に
見
れ

ば
1
科
1
疾
患
、
1
機
能
の
対

応
で
形
式
的
に
は
と
も
か
く
、

本
質
的
に
か
か
り
つ
け
医
と
言

え
る
の
か
疑
問
が
残
る
。
こ
の

公
表
デ
ー
タ
を
見
て
、
患
者
は

ど
う
か
か
り
つ
け
医
を
決
め
、

〝
契
約
〞
す
る
の
か
、
複
数
選

択
可
能
か
な
ど
不
明
の
ま
ま
で

あ
る
。

　
「
新
た
な
地
域
医
療
構
想
」

で
は
外
来
機
能
報
告
制
度
に
こ

の
か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告
の

デ
ー
タ
を
追
加
し
（
す
で
に
方

針
化
）、全
医
療
機
関
の
詳
細
な

医
療
実
態
が
把
握
で
き
る
。
そ

の
「
協
議
の
場
」
は
各
該
当
地

域
（
二
次
医
療
圏
よ
り
狭
い
地

域
）
に
お
け
る
医
療
機
能
の
過

剰
、
不
足
を
検
証
し
、
医
療
機

関
に
行
動
変
容
を
迫
る
議
論
を

義
務
付
け
る
。
そ
の
基
と
な
る

デ
ー
タ
は
方
針
案
を
含
め
て
国

が
示
す
、
と
な
れ
ば
実
質
的
に

は
国
の
采
配
に
よ
る
医
療
機
関

や
か
か
り
つ
け
医
の（
再
）配
置

を
企
図
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。

　
今
回
の
報
告
制
度
の
最
終
目

的
が
か
か
り
つ
け
医
機
能
を
有

す
る
医
療
機
関
の
拡
大
・
普
及

に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
全
く
異

な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
も
考
え
得

る
。
現
在
日
本
の
開
業
医
体
制

が
、
不
完
全
な
が
ら
患
者
の

ニ
ー
ズ
に
効
率
的
、
安
定
的
に

対
応
で
き
て
患
者
（
国
民
）
満

足
度
の
高
い
医
療
提
供
体
制
に

な
っ
て
い
る
現
状
か
ら
出
発

し
、
例
え
ば
現
行
の
「
機
能
強

化
加
算
」
を
初
診
で
な
く
、
慢

性
疾
患
を
中
心
と
し
た
患
者
の

再
診
に
付
け
、
か
か
り
つ
け
医

と
し
て
の
実
際
診
療
を
評
価
す

る
等
々
、「
名
目
（
形
式
）」
で

な
く
「
機
能
（
実
質
）」
と
し

て
普
及
さ
せ
や
す
い
方
策
を
こ

そ
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

迫
る「
か
か
り
つ
け
医
機
能
」報
告

岡
所
明
良
代
議
員
（
与
謝
）

　
予
算
案
に
は
会
費
の
引
き
上

げ
と
い
う
極
め
て
重
大
な
変
更

が
含
ま
れ
て
い
る
。
会
費
規
程

は
あ
る
か
。
会
費
規
程
で
は
誰

が
ど
こ
で
決
定
す
る
と
な
っ
て

い
る
か
。
会
費
改
定
が
予
算
案

の
中
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

議
題
と
し
て
挙
げ
て
ほ
し
い
。

地
区
医
師
会
に
説
明
し
意
見
を

聞
い
た
と
あ
る
が
、
初
め
て
聞

い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
説
明

不
足
で
は
な
い
か
。
24
年
度
決

算
を
見
て
も
、
早
急
に
会
費
を

2
割
も
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
程
差
し
迫
っ
て
い
る
よ
う
に

思
え
な
い
。
2
割
の
引
き
上
げ

提
案
の
具
体
的
な
根
拠
を
説
明

し
て
ほ
し
い
。
今
回
の
議
題
の

出
し
方
は
説
得
力
に
欠
け
る
。

髙
須
雅
史
代
議
員
（
山
科
）

　
会
費
の
引
き
上
げ
の
議
決
を

採
っ
て
か
ら
、
予
算
案
の
議
決

を
再
度
採
る
べ
き
だ
。
今
後
会

費
を
引
き
上
げ
る
場
合
は
そ
の

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

梅
山
信
代
議
員
（
乙
訓
）

　
会
費
改
定
案
を
予
算
の
中
に

入
れ
込
む
の
は
問
題
だ
。
40
年

前
と
同
じ
方
法
を
踏
襲
し
た
と

い
う
が
、
今
の
会
員
が
納
得
で

き
る
形
で
議
事
進
行
し
て
ほ
し

い
。
次
回
か
ら
見
直
し
て
ほ
し

い
。

会
費
引
き
上
げ
は
予
算
と
は
別
に

議
論
を

基
金
・
国
保
の
振
込
通
知
書
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
期
間
の
拡
大
を

オ
ン
資
等
導
入
に
係
る
補
助
金
申
請

の
見
直
し
を

全
て
の
政
党
に
働
き
か
け
を

岡
所
代
議
員
（
与
謝
）

　
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に
な
り
、

基
金
・
国
保
の
振
込
通
知
書
な

ど
の
紙
で
の
郵
送
が
廃
止
さ

れ
、
各
医
療
機
関
が
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
3
カ
月
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

期
間
は
短
す
ぎ
る
た
め
半
年
か

ら
1
年
程
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
よ
う
要
請
し
て
ほ
し
い
。

岡
所
代
議
員
（
与
謝
）

　
補
助
金
は
医
療
機
関
が
Ｉ
Ｔ
化
（
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
な
ど
）

の
費
用
を
全
額
支
払
っ
て
か
ら

上
田
誠
代
議
員
（
北
丹
）

　
医
師
会
は
政
権
与
党
、
保
険

医
協
会
は
立
憲
民
主
党
や
日
本

共
産
党
に
要
請
な
ど
を
し
て
い

る
が
、
今
回
の
参
議
院
選
挙
で

は
自
民
党
・
公
明
党
が
大
敗
、

立
憲
民
主
党
の
議
席
は
増
え

ず
、
日
本
共
産
党
は
議
席
を
減

ら
し
た
。
今
後
、
参
政
党
や
日

本
維
新
の
会
と
は
ど
の
よ
う
に

臨
む
の
か
。

内
田
亮
彦
理
事
長

　
協
会
は
ど
の
政
党
に
も
等
距

離
で
働
き
か
け
て
き
た
。
今
後

も
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
と
話

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
。

　
長
年
の
社
会
保
障
費
の
抑
制

政
策
に
加
え
、
昨
今
の
急
激
な

物
価
高
騰
・
人
件
費
増
加
、
人

材
確
保
困
難
等
に
よ
り
、
医
療

機
関
は
深
刻
な
経
営
危
機
に
直

面
し
て
い
る
。
す
で
に
医
療
機

関
の
閉
院
や
倒
産
が
相
次
ぎ
、

地
域
医
療
の
崩
壊
が
現
実
の
も

の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
少
な
く

と
も
経
費
増
加
に
見
合
う
診
療

報
酬
の
大
幅
な
引
き
上
げ
と
抜

本
的
な
改
善
が
早
急
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
一
方
、
現
役
世
代
の
保
険
料

負
担
軽
減
等
を
理
由
に
、
受
診

抑
制
効
果
を
前
提
と
し
た
高
額

療
養
費
の
上
限
引
き
上
げ
や
医

療
用
医
薬
品
が
不
足
す
る
中
、

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用
除

外
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
厚
生

労
働
省
の
試
算
で
は
保
険
適
用

除
外
に
よ
り
患
者
負
担
が
従
来

の
約
10
倍
に
増
え
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
経
済
的
理
由
で
必
要
な

医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
国
民
の

増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。

2
月
に
は
「
医
療
法
等
の
一

部
改
正
案
」
が
国
会
に
提
出
さ

れ
、「
新
た
な
地
域
医
療
構
想
」

や
「
医
師
偏
在
対
策
」
等
が
提

案
さ
れ
た
。
患
者
の
医
療
ア
ク

セ
ス
制
限
や
自
由
開
業
規
制
に

つ
な
が
る
こ
と
が
危

惧
さ
れ
る
。さ
ら
に
、

同
改
正
案
に
盛
り
込

ま
れ
た
「
医
療
Ｄ
Ｘ

の
推
進
」
に
つ
い
て

は
、
患
者
の
同
意
を

不
要
と
し
た
民
間
企

業
に
よ
る
営
利
目
的

の
医
療
情
報
の
利
活

用
等
、
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
受
診
施
設
の
新

設
と
と
も
に
医
療
の
市
場
化
・

産
業
化
の
意
図
が
垣
間
見
え

る
。
単
な
る
医
療
費
抑
制
を
目

的
に
こ
れ
ら
の
政
策
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
は
断
じ
て
容
認
で
き

な
い
。

　
我
々
は
「
保
険
で
良
い
医
療

と
医
業
の
両
立
」
と
い
う
理
念

に
基
づ
き
、
す
べ
て
の
国
民
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

社
会
保
障
制
度
の
実
現
を
強
く

求
め
、
以
下
を
決
議
す
る
。

　
一
、
医
療
崩
壊
を
回
避
す
る

た
め
の
期
中
改
定
を

速
や
か
に
行
い
、
次

期
診
療
報
酬
改
定
に

お
い
て
は
、
医
師
の

技
術
お
よ
び
経
費
が

適
切
に
評
価
さ
れ
た

基
本
診
療
料
の
大
幅

引
き
上
げ
を
行
う
こ

と
　
一
、
高
額
療
養
費

上
限
引
き
上
げ
や
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用
除
外

等
、
さ
ら
な
る
保
険
給
付
の
縮

小
を
行
わ
ず
国
民
皆
保
険
制
度

を
堅
持
す
る
こ
と

　
一
、「
新
た
な
地
域
医
療
構

想
」
お
よ
び
「
医
師
偏
在
対

策
」
を
通
じ
て
医
療
機
関
や
地

域
の
実
情
を
無
視
し
た
医
療
提

供
体
制
の
管
理
を
行
わ
な
い
こ

と
　
一
、
医
療
Ｄ
Ｘ
に
お
け
る
患

者
情
報
の
利
活
用
は
、
医
学
研

究
、
学
会
活
動
、
創
薬
、
治
験

等
に
限
定
し
患
者
の
自
己
情
報

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を
保
障
す
る

法
整
備
を
行
う
こ
と

　
一
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
受
診

施
設
の
新
設
に
見
ら
れ
る
医
療

の
市
場
化
・
営
利
化
政
策
を
撤

回
し
、
患
者
と
医
療
の
安
全
が

守
ら
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
と

な
る
よ
う
適
切
な
規
制
を
行
う

こ
と

　
一
、
医
療
用
医
薬
品
の
生
産

体
制
を
安
全
保
障
の
一
環
と
し

て
確
保
し
、
国
の
責
任
で
安
定

供
給
を
図
る
こ
と

2
0
2
5
年
7
月
27
日

京
都
府
保
険
医
協
会

第
78
回
定
期
総
会

（
第
2
0
9
回
定
時
代
議
員
会

合
併
）

補
助
金
申
請
し
て
現
金
給
付
さ

れ
る
が
、
業
者
に
直
接
支
払
っ

て
も
ら
い
、
差
額
分
を
医
療
機

関
が
払
う
形
に
す
れ
ば
、
医
療

機
関
が
申
請
す
る
手
間
が
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

総会決議

鈴
木
卓
前
理
事
長

　
会
費
引
き
上
げ
は
1
月
代
議

員
会
の
方
針
で
1
0
0
0
円
程

度
と
提
案
し
確
認
い
た
だ
い
て

い
る
。
周
知
を
図
る
た
め
、
24

年
度
の
地
区
懇
談
会
の
中
で
会

費
引
き
上
げ
を
お
願
い
し
て
き

た
。
参
加
さ
れ
た
会
員
を
通
じ

て
伝
え
、
懇
談
会
で
は
反
対
意

見
は
な
か
っ
た
。

　
会
費
引
き
上
げ
を
は
じ
め
会

内
で
財
政
検
討
し
て
き
た
。
こ

れ
ま
で
診
療
報
酬
改
定
年
度
は

赤
字
決
算
で
、
非
改
定
年
度
に

そ
の
分
を
補
う
形
で
予
算
を
組

ん
で
き
た
が
、
24
年
度
（
非
改

定
年
度
）
は
赤
字
決
算
と
な
っ

た
。
物
価
高
・
協
会
事
務
所
の

家
賃
の
値
上
が
り
も
あ
り
、
協

会
活
動
の
発
展
と
協
会
存
続
の

た
め
に
財
政
立
て
直
し
が
必
要

と
判
断
し
提
案
し
た
。
40
年
前

の
会
費
引
き
上
げ
の
前
例
に
倣

い
、
予
算
案
の
審
議
の
中
で
了

解
い
た
だ
き
、
決
定
し
た
い
。

総
会
質
疑
応
答

保団連　第42回病院・有床診療所セミナー
入院医療をめぐる現状と問題を明らかにし、具体的な対応策を学習・交流します。

日　時 9月27日（土）18時30分～21時、28日（日）10時～15時
場　所 東京・新宿農協会館（ウェブ併用）
参加費 現 地　 両日参加：１人10,000円、１日のみ参加：１人6,000円

※医療機関同一法人２人目以降は、上記より3,000円引き。

ウェブ　5,000円（参加日にかかわらず）
※医療機関同一法人２人目以降は、上記より1,000円引き。

主　催 全国保険医団体連合会

９月27日（土）18時30分～21時　全体会

○基調報告  「入院医療をめぐる動きと保団連の取り組み」
吉中 丈志 氏（保団連病院・有床診対策部長）

○講演Ⅰ  次回診療報酬改定のポイント（仮題）
牧野 憲一 氏（旭川赤十字病院 特別顧問・名誉院長）

９月28日（日）10時～12時　全体会

○講演Ⅱ  「新たな地域医療構想と医師偏在対策」（仮題）
長友 薫輝 氏（佛教大学社会福祉学部准教授）

９月28日（日）13時～15時　分科会

○病院分科会  「病院の経営危機・医療崩壊にどう立ち向かうか」（仮題）
伊関 友伸 氏（城西大学経営学部マネジメント総合学科教授）

○有床診分科会  「全国有床診療所協議会の取り組みと今後の課題」（仮題）
正木 康史 氏（全国有床診療所協議会常任理事・

日本医師会社会保険診療報酬検討委員会委員）

９月17日（水）締切
〈お申込先〉京都府保険医協会（Tel.075-212-8877）

2 0 2 5 年 (令和 7年) 9 月 1 0 日第 3 2 0 1 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行



チーム医療は互いの価値の理解から

第40回保団連　医療研究フォーラム

　
米
谷
氏
は
ま
ず
、
客
観
的
に
自

分
を
見
て
、
無
意
識
で
行
っ
て
い

る
言
動
に
気
付
き
、
常
に
意
識
し

て
行
う
こ
と
、
そ
の
た
め
に
ど
こ

を
意
識
す
れ
ば
良
い
か
を
学
ぶ
の

が
研
修
の
目
的
で
あ
る
と
あ
ら
た

め
て
説
明
。
前
回
の
振
り
返
り
と

し
て
、
患
者
の
期
待
す
る
「
医
療

サ
ー
ビ
ス
」
に
は
ど
の
よ
う
な
種

類
が
あ
る
か
、
接
客
と
接
遇
の
違

い
な
ど
に
つ
い
て
再
確
認
し
た
。

　
続
い
て
、
今
回
の
本
題
の
「
医

療
領
域
に
お
け
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
重
要
性
」
に
つ
い
て
解
説
。
15

人
を
3
チ
ー
ム
に
分
け
、
各
チ
ー

ム
で
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
た
。
米
谷

氏
は
、
リ
ー
ダ
ー
は
チ
ー
ム
を

引
っ
張
る
役
割
と
思
わ
れ
が
ち
だ

が
、
そ
れ
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕

事
で
あ
り
、「
こ
の
人
に
付
い
て

行
き
た
い
」
と
思
わ
せ
る
の
が

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
と
述
べ
、
リ
ー

ダ
ー
に
な
っ
た
人
に
は
「
話
を
進

め
、
ま
と
め
る
」「
指
名
し
、
意

見
を
も
ら
う
」「
全
員
の
意
見
を

京都府　健康福祉部長 井原　正裕
京都市　保健福祉局健康長寿のまち・京都推進担当局長 八代　康弘
一般社団法人京都私立病院協会　会長 武田　隆久
京都市中京西部医師会　会長 杉本　浩造
京都府医師自動車連盟　会長 藤岡　嗣朗
京都府医師婦人会　会長 新屋　明美
自由民主党 衆議院議員　本田　太郎
立憲民主党 衆議院議員　泉　　健太
立憲民主党 衆議院議員　山井　和則
立憲民主党 参議院議員　福山　哲郎
日本維新の会 衆議院議員　前原　誠司
日本維新の会 参議院議員　新実　彰平
日本共産党 衆議院議員　堀川　朗子
国民民主党 参議院議員　川合　孝典
（無所属） 衆議院議員　北神　圭朗
国民民主党・日本維新の会京都府議会議員団
日本共産党京都府議会議員団
府民クラブ京都府議会議員団
日本共産党京都市会議員団
民主・市民フォーラム京都市会議員団
改新京都
株式会社京都銀行　頭取 安井　幹也
京銀リース株式会社　代表取締役社長 脇　　一博
京都クレジットサービス株式会社　代表取締役社長 床本　敬三
損害保険ジャパン株式会社　代表取締役社長 石川　耕治
三井住友海上火災保険株式会社　京都支店長 白髪　憲司
大樹生命保険株式会社　京都支社長 安達　浩司
明治安田生命保険相互会社　社長 永島　英器
富国生命保険相互会社　京都支社長 田村　幸則
第一生命保険株式会社　代表取締役社長 隅野　俊亮
SOMPOひまわり生命保険株式会社　京都支社長 田中　武志
38保険医協会・医会
全国保険医団体連合会

総
会
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
一
覧

（
敬
称
略
）

地域連携で病を治す地域連携で病を治す
～がばいよかばい佐賀に来んさい～～がばいよかばい佐賀に来んさい～

日　時 11月23日（日・祝）～24日（月・振替）
場　所 SAGAアリーナ（佐賀市日の出２丁目１番10号）
参加費 現地参加 ウェブ参加（11/23のみ）

医師・歯科医師 8,000円 4,000円
協会・医会事務局 2,000円 無料

コ・メディカル、コ・デンタル 500円 無料
一般・家族 無料 無料

参加申し込みは京都府保険医協会まで　締切10月17日（金）

プログラム

15:30～ 開会式

15:40～ 全国共同調査結果発表
16:00～  オープニング企画「明治維新と佐賀」（講演と寸劇）

講師：川副 義敦 氏（武雄市歴史資料館歴史資料アドバイザー）
寸劇：佐賀の八賢人おもてなし隊

17:00～  記念講演・対談「地域連携で病を治す」
日医生涯教育制度認定講座 CC 76・１単位、11・１単位

 ① 「自分をまもろう！地域でまもろう！糖尿病
 ～佐賀県ストップ糖尿病対策の成果と課題～」

 　講師： 安西 慶三 氏 
（医療法人高邦会 高木病院副院長 糖尿病内分泌肝疾患セン
ター長、国際医療福祉大学医学部糖尿病・代謝・内分泌内科教
授、佐賀大学名誉教授）

 ② 「地域連携で肝炎を治す
 ～肝がんワーストワン返上の佐賀県から世界へ」

 　講師： 江口 有一郎 氏
（医療法人ロコメディカル江口病院理事長、元佐賀大学医学部
附属病院肝疾患センター特任教授）

19:00～21:00 レセプション【要申込】

  9:00～12:00  ①分科会
　第１分科会 在宅医療・介護
　第２分科会 医科診療の研究と工夫
　第３分科会 歯科診療の研究と工夫
　第４分科会 医科歯科連携した研究と日常診療の工夫
　第５分科会 災害、公害、環境、職業病
　第６分科会 医学史・医療運動史・医療と裁判

 ②ポスターセッション

１
日
目

２
日
目

　医療法人ふくおかクリニック（右京）は６月７日に個別接遇
研修を開催。３回連続の研修を計画、今回は第２回の開催となっ
た。協会は講師に㈱JAPAN・SIQ協会の米谷徳恵氏を派遣し
た。当日は事務長とスタッフ15人が参加した。

聞
き
、
最
後
に
自
分
の
意
見
を
述

べ
る
」
こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
と

し
た
。

　
次
に
、「
家
庭
」「
富
」「
健
康
」

「
仕
事
」
な
ど
10
個
の
価
値
に
つ

い
て
、
チ
ー
ム
ご
と
に
1
位
か
ら

10
位
ま
で
の
順
位
を
付
け
る
課
題

が
出
さ
れ
た
。
米
谷
氏
は
「
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

は
、
相
手
の
価
値
観
を
知
る
必
要

が
あ
る
」「
多
数
決
で
は
な
く
、

お
互
い
の
思
い
を
聞
い
て
、
意
見

を
出
し
合
い
、
全
員
が
納
得
し
て

意
見
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
、
個
人

攻
撃
に
な
ら
な
い
よ
う
相
手
の
意

見
を
汲
み
取
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
」と
解
説
。
各
チ
ー
ム
は「
富
」

と
は
何
を
指
す
の
か
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
価
値
の
意
味
を
考
え
た

り
、
同
じ
職
場
で
働
い
て
い
て
も

個
人
ご
と
に
大
き
く
価
値
の
順
位

が
異
な
る
こ
と
に
驚
い
た
り
し
な

が
ら
、
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
議
論

を
深
め
た
。

　
課
題
終
了
後
、
参
加
者
か
ら
は

「
独
身
、
子
ど
も
が
小
さ
い
、
大

き
く
な
っ
た
ら
…
な
ど
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
も
考
え
方
が

違
っ
た
」「
チ
ー
ム
内
の
意
見
を
聞

い
て
、自
分
の
順
位
も
見
直
し
た
」

「
は
っ
き
り
言
う
人
、
オ
ブ
ラ
ー

ト
に
包
む
人
、
言
語
化
が
あ
ま
り

得
意
で
な
い
人
な
ど
の
傾
向
が
見

ら
れ
た
」な
ど
感
想
が
出
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
自
己
認
識
・
他
者
認

識
の
分
析
と
し
て
、
50
項
目
の
エ

ゴ
グ
ラ
ム
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
。

米
谷
氏
は
、
自
分
の
性
格
を
五
つ

の
自
我
状
態
に
分
類
し
て
目
で
見

え
る
形
に
す
る
こ
と
で
、
客
観
的

に
自
分
を
見
る
と
と
も
に
、
異
な

る
性
格
の
人
と
協
調
す
る
時
に
五

つ
の
自
我
状
態
の
ど
こ
を
抑
え

る
・
強
調
す
る
と
良
い
か
を
理
解

で
き
る
と
説
明
。
相
手
が
ど
の
よ

う
に
言
葉
を
受
け
止
め
が
ち
な
の

か
を
考
え
、
相
手
の
受
け
取
り
や

す
い
よ
う
に
意
思
疎
通
を
図
る
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
潤
滑
に

な
る
と
述
べ
た
。

医院で２回目の接遇研修
歩
き「
ビ
ワ
イ
チ
」

歩
き「
ビ
ワ
イ
チ
」 

第第
33
弾弾

浮
御
堂
前
に
て

紺
碧
の
湖
岸
を
歩
く

　
協
会
は
環
境
ハ
イ
キ
ン
グ

「
歩
き
ビ
ワ
イ
チ
3
」
を
7
月

13
日
に
実
施
し
、
11
人
が
参
加

し
た
。
環
境
ハ
イ
キ
ン
グ
は
春

と
秋
の
年
2
回
開
催
し
て
い
る

が
、「
歩
き
ビ
ワ
イ
チ
」（
15
回

程
度
を
予
定
）
の
完
了
に
数
年

を
要
す
た
め
回
数
を
増
や
し
て

ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
急

遽
第
3
回
が
決
ま
っ
た
。

　
今
回
は
堅
田
か
ら
蓬
莱
ま
で

の
約
11
㎞
。
湖
岸
沿
い
を
堅

田
・
浮
御
堂
か
ら
道
の
駅
び
わ

湖
大
橋
米
プ
ラ
ザ
を
経
由
し
、

湖
水
浴
で
賑
わ
う
真
野
浜
や
和

邇
浜
な
ど
を
歩
い
た
。
酷
暑
で

は
あ
っ
た
が
、
湖
か
ら
の
風
に

助
け
ら
れ
、
約
11
㎞
の
コ
ー
ス

を
無
事
完
歩
し
た
。
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新規陽性者数７日間データ

京都府の新型コロナウイルス感染症の発生動向

厚労省オープンデータ（2020/1/26～2023/5/7）、
札幌医科大学「７日間の新規感染者数推定値」（2023/5/8～）より京都府保険医協会作成

１医療機関定点当たり感染者数

８月 ４日～
10日

８月 11日～
17日

８月 18日～
24日

5.98人 6.95人 9.80人

厚労省データに基づく

講師の米谷氏
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　低金利時代の中でも高い利率と生保６社による安定運営・リスク分散で安心
の積み立てができます。老後資金のみならず、住宅資金や学資などまとまった
資金が必要な時に一時金として受け取れます。一時金受取時（一時所得）は利
息部分のみに課税され、50万円までは税金がかかりません。

さらに決算時に配当があれば積立金に上乗せされます。
2024年度は0.112％の上乗せがありました。

引受保険会社

大樹生命（幹事）
明治安田生命
太 陽 生 命
富 国 生 命
日 本 生 命
第 一 生 命

お問い合わせ・資料請求は京都府保険医協会まで

●満期は80歳
●掛金払込の一時中断（掛金の全部または一部）、再開が可能
● 中途脱退後に再加入も可能（満74歳まで）
● 他府県への異動時も継続可能

加入時に受取方法を決める必要はなく、
加入後いつでも受取可能
※加入５年未満での受取は一時金のみ
※万一の場合はご遺族が年金、もしくは一時金で全額受取

2 自在性

年金［ 4 通り］または一時金3 多様な受取方法

1 掛金の分かりやすさ
月　払 1口 1 万円で 30口 30万円まで
一時払 1口50万円で 40口 2,000万円まで（普及期間ごとに）

所得補償保険と組み合わせて、より手厚い補償を

告知内容に
よっては告知
書の提出と診
査が必要な場
合があります。

※１　 損害保険会社の保険本業での「収益力」を示す指標。正味損害率と正味事業比率の合算値。一般的にこの値が低いほど
保険会社の収益性が高いと言われている。

※２　 通常の予測を超えて発生するリスク（大災害等）に対応できる「支払余力」を有しているかを判断する行政監督上の指
標の一つ。この比率が200％を下回った場合、監督当局により早期是正措置がとられる。

保険医年金制度協会共済制度関係会社2024年度決算

発行体格付けは、証券の購入、売却、または保有を奨めるものではなく、また、時価や
特定の投資家に対するその証券の適合性について言及するものでもない。
Ａ……… 債務を履行する能力は高いが、上位二つの格付けに比べ、事業環境や経済状況

の悪化からやや影響を受けやすい。
プラス記号（＋）、マイナス記号（－）…
　　　　 「AA」から「CCC」までの格付けには、プラス記号またはマイナス記号が付

されることがあり、それぞれ各カテゴリーの中での相対的な強さを表す。

　日本経済は緩やかな回復基調が続き、４年連続でGDPのプラス成長
を実現。一方で、物価上昇の継続、輸入増加による純輸出の現象が懸念
材料となっているほか、非製造業を中心に人手不足感が高水準で続いて
いる。こうした状況下ではあるが、持株会社移行前を含め、京都フィナ
ンシャルグループでは過去最高益を更新。次年度もさらに最高益を更新
する見込みとなっている。京都府保険医協会との斡旋融資制度でも、さ
らなる利便性を追求し、制度改定を実施した。より多くの会員に寄与し
たい。

　2024年度の日本経済は日経平均株価が史上最高値を更新したものの、次月には歴史的な下落を記録する
など大変変化の激しい年となった。一方で、日銀の政策金利引き上げに伴う「金利ある世界」への会議、
33年ぶりに５％を上回る賃上げの実現など、デフレ脱却や「成長と分配の好循環」への道筋が見えた１年
でもあった。
　そうした中、各社は生命保険という特性を踏まえ、安全かつ有利の原則に従い、将来にわたり高水準の
運用収益を確保することを資産運用の基本としている。そのため過大な損失の発生を防止するためのリス
ク管理体制の整備を行うなど、各社は資産運用の強化と健全性に向けた取り組みを行っている。

　2024年は世界的な異常気象やサイバーリスクの増大など、不確実性がより一層高まった。また、損害保
険業界では保険料調整行為事案および保険金不正請求事案、代理店と保険会社の間で個人データの漏え
いまたは本人同意のない第三者提供が行われた事案が発生。大手損害保険会社が行政処分を受ける結果
となった。各社とも真摯に反省するとともに、これらの教訓を受け、再発防止と信頼回復に努めるとして
いる。

斡旋融資制度

医師賠償責任保険・休業補償制度

株式会社京都銀行
自己資本比率 国内基準（4％以上） 11.61％（12.56％）
開示債権の
引当・保全状況

残　高 997億円（970億円）
保全率 92.6％（92.3％）

当期純利益 348億円（296億円）

総資産 12兆1,270億円
（11兆5,497億円）

格付け（R＆I） A

保険金支払能力に対する格付けは、保険会社の保険債務が約定通り支払われる確実性に
ついてのR＆Iの意見であり、個々の保険契約の支払いの程度に対する意見ではない。
ＡＡ……保険金支払能力は極めて高く、優れた要素がある。
Ａ………保険金支払能力は高く、部分的に優れた要素がある。
プラス（＋）、マイナス（－）表示…
　　　　 AA格からCCC格については、上位格に近いものにプラス、下位格に近いも

のにマイナス表示をすることがある。

Ｒ＆Ｉ 格付投資情報センター

S＆P  スタンダード＆プアーズ

解説　格付けについて

大樹生命保険株式会社 明治安田生命保険相互会社 富国生命保険相互会社
基礎利益 210億円（171億円） 5,554億円（4,989億円） 1,046億円（930億円）

実質純資産額 5,611億円
（8,187億円）

８兆8,135億円
（10兆7,058億円）

１兆9,882億円
（２兆1,991億円）

ソルベンシー・マージン比率※2 812.7％（819.9％） 990.9％（994.5％） 1,108.0％（1,147.0％）
格付け（S＆P） A A+ A+

日本生命保険相互会社 太陽生命保険株式会社 第一生命保険株式会社
基礎利益 9,204億円（7,087億円） 524億円（407億円） 3,602億円（3,310億円）

実質純資産額 15兆5,748億円
（20兆1,549億円）

4,776億円
（7,394億円）

４兆6,666億円
（６兆6,258億円）

ソルベンシー・マージン比率※2 861.9％（980.0％） 678.6％（716.2％） 852.9％（865.0％）
格付け（S＆P） A＋ A A＋

損害保険ジャパン株式会社 三井住友海上火災保険株式会社
正味収入保険料 ２兆2,299億円（２兆1,779億円） １兆6,792億円（１兆6,233億円）
正味損害率 66.1％（66.9％） 66.7％（65.6％）

コンバインド･レシオ※1 98.9％（99.3％） 98.7％（98.3％）
当期純利益 2,569億円（2,079億円） 4,599億円（1,677億円）
純資産額 １兆7,271億円（１兆8,951億円） ２兆1,702億円（２兆6,817億円）

ソルベンシー･マージン比率※2 681.6％（680.2％） 706.3％（691.1％）
格付け（R＆I） AA AA

　協会の各種共済制度を委託している関係会社より2024年度の決算が発
表されました。各会社の状況は以下の通りです。※（　）内は2023年度の数値

10月20日までにお申込みを（2026年 1月 1日加入）

保険医年金　加入・増口受付中

1.225％を保証 !（2025年 9 月 1 日現在）予定利率 所得補償保険の特長
◆ 最大給付期間４年は協会だけ！月額補償最大450万円まで
◆ １年間給付請求がなければ、年間保険料の20％が戻ります
◆  院長とスタッフ全員がご加入の場合、健康告知が不要となる
一括告知制度※２

◆ 躁うつ病をはじめとする精神障害も補償

※２  院長の加入は必須で
スタッフ５人以上、
１年に１回健康診断
を受けていることが
要件です。加入対象
は院長と常勤スタッ
フのみでも可

※１  免責期間30日終了から65歳までの期間が３年に満たない場合は３年 
免責期間終了翌日から341日までは給付金額の20％、342日目から給付金額100％のお支払い

◆ 月額補償を75万円から150万円に拡大
◆免責期間を124日から30日に短縮
◆給付期間10年（60歳から５年）を65歳までの補償に※１

2025年１月１日から
長期障害所得補償保険（GLTD）が充実

協会の休業補償制度

お手頃な掛金で、安心の上乗せをしませんかお手頃な掛金で、安心の上乗せをしませんか
申し込みは健康状態等の告知のみ申し込みは健康状態等の告知のみ

※毎月10日締切で受付。効力発行は 2 カ月後の 1 日から。

●  万が一の場合の死亡・所
定の高度障がいを保障。

● 保険金は500～6,000万円
から選択できます。

配当率 2.06%（2024年度実績）
※ 年間保険料に対する割合

加入例

●死亡保険金額　3,000万円
●保険料（月額）
　40歳男性　3,300円
　40歳女性　2,760円

（配当金のお受け取りで実質の保険料負担は軽減されます ）

生命保険グループ保険グループ保険

年齢により
加入できる
保険金額は
異なります
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制度紹介
（保団連HP）

Ｗebからの
お問い合わせ



処
方
箋
の
再
発
行
に
つ
い
て

A

526526
あ
や
め
法
律
事
務
所

福
山
勝
紀
弁
護
士

延命治療の延命治療の
意思確認意思確認

そこのところが

知りたかった!
医療安全
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Ｑ
、
①
院
外
処
方
箋
を
交
付

後
、
患
者
自
身
の
過
失
に
よ
り

処
方
箋
を
紛
失
し
た
場
合
、
再

交
付
の
費
用
は
保
険
で
請
求
で

き
る
か
。

　
②
調
剤
薬
局
で
薬
剤
を
受
け

取
っ
た
後
、
薬
剤
を
紛
失
し
た

場
合
の
処
方
箋
再
発
行
の
取
扱

い
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
、
①
再
交
付
に
か
か
る
費

用
は
保
険
請
求
で
き
ず
、
全
額

患
者
の
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
再
発
行
し
た
処
方
箋
の
備

考
欄
に
「
再
交
付
」
の
旨
を
記

載
・
入
力
し
て
下
さ
い
。
こ
の

場
合
の
調
剤
薬
局
で
の
調
剤
・

薬
剤
料
の
費
用
は
保
険
適
用
に

な
り
ま
す
。

　
②
の
場
合
の
費
用
も
①
同

様
、
保
険
請
求
で
き
ず
、
全
額

　
障
害
に
関
す
る
制
度
は
、
と
て

も
複
雑
で
わ
か
り
に
く
い
。

　
主
な
制
度
は
障
害
者
手
帳
、
障

害
年
金
、
自
立
支
援
医
療
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
補
装
具
・
日
常

生
活
用
具
、障
害
者
手
当
の
六
つ
。

　
し
か
し
、
一
つ
の
制
度
で
障
害

認
定
を
受
け
て
も
、
他
の
制
度
を

自
動
的
に
利
用
で
き
る
こ
と
は
少

な
く
、
制
度
ご
と
に
手
続
き
を
す

る
労
力
が
か
か
る
。

　
し
か
も
障
害
認
定
の
範
囲
が
狭

い
。
と
く
に
問
題
な
の
は
、
広
い

意
味
で
の
身
体
障
害
の
領
域
だ
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
対
象
は
視

覚
、聴
覚
、
平
衡
、
音
声
、
言
語
、

咀
嚼
、
肢
体
不
自
由
、
内
部
障
害

の
8
種
類
。
こ
の
う
ち
内
部
障
害

は
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
膀

胱
、
直
腸
、
小
腸
、
肝
臓
の
機
能

障
害
と
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
に
よ
る
免

疫
機
能
障
害
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　
障
害
年
金
の
ほ
う
は
、
神
経
障

害
、
血
液
疾
患
、
代
謝
疾
患
、
悪

性
新
生
物
な
ど
も
程
度
に
よ
っ
て

対
象
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
障
害

年
金
を
受
給
で
き
て
も
、
手
帳
を

も
ら
え
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
け
が
や
手
術
の
後

遺
症
、
線
維
筋
痛
症
な
ど
で
、
ひ

ど
い
痛
み
が
続
い
て
い
て
も
、
相

当
な
筋
力
低
下
が
な
け
れ
ば
、
手

帳
は
も
ら
え
な
い
。

　
片
目
の
失
明
も
そ
う
だ
。
厚
生

年
金
の
場
合
は
障
害
手
当
金
（
一

時
金
）
が
出
る
が
、
残
っ
た
目
の

視
力
が
矯
正
後
0
・
6
以
下
で
な

い
と
手
帳
は
交
付
さ
れ
な
い
。

　
手
帳
も
年
金
も
認
定
さ
れ
な
い

の
は
、
視
覚
・
聴
覚
の
過
敏
、
嗅

覚
・
味
覚
の
異
常
、
皮
膚
の
状
態

や
感
覚
の
異
常
、
外
見
の
異
常
、

全
身
倦
怠
感
な
ど
。
マ
イ
ナ
ー
な

ら
無
視
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
障
害
者
手
帳
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

税
金
の
障
害
者
控
除
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受

信
料
の
減
免
、
携
帯
電
話
料
金
・

施
設
入
場
料
・
交
通
機
関
・
有
料

道
路
の
割
引
、
障
害
者
雇
用
に
よ

る
就
労
・
訓
練
、
公
営
住
宅
の
優

先
入
居
、
雇
用
保
険
の
給
付
日
数

拡
大
、
駐
車
禁
止
除
外
な
ど
。

　
手
帳
は
、
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
つ
つ
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た

め
に
あ
り
、
障
害
認
定
の
い
ち
ば

ん
基
礎
的
な
制
度
の
は
ず
な
の

に
、
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
が
な
い
と
、

自
立
支
援
医
療
（
更
生
医
療
）、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
も
使
え
な
い
。

　
レ
ア
な
病
気
で
も
難
病
医
療
の

受
給
者
証
が
あ
れ
ば
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
補
装
具
・
日
常
生
活

用
具
を
利
用
で
き
る
が
、
手
帳
に

は
連
動
し
て
お
ら
ず
、
税
の
控
除

や
各
種
割
引
は
受
け
ら
れ
な
い
。

　
昔
に
作
ら
れ
た
個
別
の
制
度
の

枠
組
み
を
見
直
し
、
障
害
の
制
度

全
体
の
整
合
性
・
統
一
性
・
利
便

性
を
高
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
日
本
の
障
害
者
手
帳
交
付
者
数

は
、
精
神
、
知
的
を
含
め
て
2
0

2
3
年
度
末
で
7
6
0
万
人
（
総

人
口
の
6
・
1
％
）。

　
英
国
の
国
勢
調
査
で
は
21
年
で

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
女
性
の
18
・
7

％
、
男
性
の
16
・
5
％
が
障
害

者
。
ド
イ
ツ
の
19
年
末
の
統
計
で

は
重
度
障
害
者
だ
け
で
人
口
の

9
・
5
％
。
米
国
の
国
勢
調
査

（
18
年
）
で
は
施
設
入
所
し
て
い

な
い
障
害
者
だ
け
で
人
口
の
12
・

6
％
。
だ
い
た
い
日
本
の
2
倍
以

上
に
あ
た
る
。

　
日
本
は
、
障
害
の
認
定
基
準
が

厳
し
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
知

的
障
害
の
境
界
層
、
心
理
的
障
害

な
ど
も
含
め
、
も
っ
と
幅
広
く
認

定
し
な
い
と
、
不
利
益
を
受
け
る

人
た
ち
を
カ
バ
ー
で
き
な
い
。

　
医
師
の
診
断
書
が
決
定
的
な
こ

と
も
疑
問
だ
。
機
能
で
判
断
す
る

医
学
モ
デ
ル
を
改
め
、
福
祉
職
の

意
見
を
加
味
し
て
、
生
活
の
し
づ

ら
さ
を
重
視
す
る
判
定
方
法
に
変

え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

障
害
認
定
の
範
囲
が
狭
す
ぎ
る

Ｑ
、
事
前
に
患
者
本
人
か
ら

延
命
治
療
は
希
望
し
な
い
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
が
、
実
施
し

な
い
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
患

者
が
認
知
症
の
場
合
、
家
族
に

意
思
確
認
を
求
め
て
も
問
題
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　
Ａ
、
１
　
は
じ
め
に

　
厚
生
労
働
省
が
2
0
1
8
年

3
月
に
「
人
生
の
最
終
段
階
に

お
け
る
医
療
・
ケ
ア
の
決
定
プ

ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
Ｒ
※
の
プ
ロ
セ

ス
に
関
し
て
言
及
し
て
い
ま
す

の
で
、
本
回
答
と
一
緒
に
ご
確

認
下
さ
い
。

　
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
本

人
の
意
思
確
認
が
で
き
る
場
合

と
本
人
の
意
思
確
認
が
で
き
な

い
場
合
を
分
け
て
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
が
、重
要
な
点
は
、医
療

従
事
者
か
ら
適
切
な
情
報
提
供

を
受
け
る
こ
と
、
繰
り
返
し
話

し
合
い
の
時
間
を
持
つ
こ
と
、

プ
ロ
セ
ス
で
話
し
合
っ
た
こ
と

は
文
書
に
ま
と
め
て
お
く
こ
と

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
　
延
命
治
療
を
希
望
し
な

い
と
本
人
が
述
べ
た
場
合

　
本
人
が
医
療
従
事
者
か
ら
適

切
な
情
報
提
供
お
よ
び
説
明
を

受
け
た
上
で
、
延
命
を
希
望
し

な
い
と
述
べ
、
時
間
経
過
、
心

身
状
態
が
変
化
し
て
も
な
お
、

延
命
を
希
望
し
な
い
と
述
べ
続

け
る
場
合
に
は
延
命
治
療
し
な

く
て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　
あ
く
ま
で
、
自
己
決
定
権
を

尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
積
極
的
に
死
亡
に
至
ら
し

め
る
安
楽
死
と
は
異
な
る
も
の

で
す
か
ら
、
殺
人
罪
に
な
る
と

い
っ
た
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
あ
り

ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
本
人
の
希
望
を
決

定
す
る
に
あ
た
っ
て
の
話
し
合

い
に
は
、
家
族
を
立
ち
会
わ
せ

る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
本
人
単
独
で
決
め
て
し
ま
っ

た
場
合
に
は
、
亡
く
な
っ
た
後

に
遺
族
か
ら
、
本
人
の
意
思
は

真
意
で
は
な
か
っ
た
、
遺
族
に

対
す
る
慰
謝
料
を
支
払
え
等
の

請
求
を
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

３
　
認
知
症
な
ど
で
本
人
の

意
思
が
確
認
で
き
な
い
場
合

　
自
分
の
命
を
ど
う
す
る
か
を

決
定
で
き
る
の
は
、
あ
く
ま
で

本
人
の
み
の
た
め
、
現
時
点
で

本
人
の
意
思
を
確
認
で
き
な
い

場
合
に
は
、
本
人
の
当
時
の
言

動
な
ど
か
ら
、
現
在
の
本
人
の

意
思
を
推
定
す
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
当
時
の
言
動
か
ら
は
推
定
で

き
な
い
場
合
に
は
、
現
在
の
家

族
の
希
望
、
本
人
の
心
身
の
状

態
等
か
ら
、
現
在
、
本
人
が
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
を
推

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
家
族
の

希
望
と
い
う
の
は
、
本
人
の
意

思
と
は
異
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
本
人
の
意
思
が
確

認
で
き
る
場
合
よ
り
は
慎
重
に

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
家
族
が
全
員
一
致
で
Ｄ
Ｎ
Ａ

Ｒ
を
希
望
さ
れ
た
よ
う
な
場
合

を
除
け
ば
、
延
命
治
療
し
な
い

と
い
う
こ
と
は
避
け
る
べ
き
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
2
で
述
べ
た

よ
う
に
、
遺
族
か
ら
の
慰
謝
料

請
求
の
可
能
性
が
残
る
か
ら
で

す
。４

　
ま
と
め

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
Ｄ
Ｎ
Ａ

Ｒ
は
将
来
の
ト
ラ
ブ
ル
を
予
防

す
る
た
め
に
も
、
同
意
書
だ
け

で
な
く
、
プ
ロ
セ
ス
に
関
し
て

の
記
録
を
残
し
て
お
く
こ
と
が

リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
に
な
り
ま
す
の

で
、
詳
細
な
記
録
を
残
す
よ
う

に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

（
完
）

※　
Ｄ
Ｎ
Ａ
Ｒ（D

o
N
otA

ttem
pt

Resuscitation
）：
患
者
本
人
ま

た
は
患
者
の
利
益
に
関
わ
る
代
理

者
の
意
思
決
定
を
受
け
て
、
心
停

止
時
に
心
肺
蘇
生
法
を
行
わ
な
い

こ
と
。

金
融
共
済
委
員
会

（
8
／
20
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
共
済
制
度
関
係
各
社
か
ら
の

決
算
報
告
（
関
連
4
面
）

②
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
2
件
を
審
査
し
可
決
し

ま
し
た
。

③
融
資
諮
問
分
科
会

　
今
回
は
案
件
な
し
。

患
者
の
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
患
者
は
薬
剤
を
紛

失
し
て
い
る
た
め
、
調
剤
薬
局

で
の
調
剤
・
薬
剤
料
も
全
額
患

者
の
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

再
発
行
し
た
処
方
箋
の
備
考
欄

に
「
薬
剤
の
紛
失
に
よ
る
処
方

箋
の
再
交
付
」
の
旨
を
記
載
・

入
力
し
て
下
さ
い
。
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　京都府保険医協会では、医療安全対策関連の各種書籍・
DVDを発行しています。日常診療の「安全」と「安心」
のためにお役立て下さい。（全て税込・送料別）

医療安全対策関連出版物
お申込は
こちらから

1,000円

①
 医事紛争
事例集
―  医師が選んだ
60事例

②
 医療安全研修
DVD partⅢ
医事紛争事例集
―  医師が選んだ
60事例
5,000円

1,000円

③
事例で見る
医療安全
対策の心得
（第５版）

④
医療安全
管理対策の
基礎知識
（24年２月改訂版）

2,000円

点数の取扱いや公費負
担医療などの情報をま
とめた『グリーンペー
パー』（月１回発行）
は協会ホームページか
らもご覧いただけます。

『グリーンペーパー』は
こちらから



医療者と
市民のための
講演会

※ セミナー終了後、個別ブースで課題やお悩みを相談いただけます 
（事前申込制）
※ 14時30分～15時 協賛会社・三井住友信託銀行の事業を紹介します

ご自身とご家族の
未来のための相続・贈与セミナー

生前贈与と相続対策 参加費
無料

 場所 　 三井住友信託銀行京都支店５F
セミナールーム（京都市下京区水銀屋町612）

 講師 　 たかやまあゆみ税理士事務所
代表　髙山 亜由美 氏

 共催 京都府保険医協会・京都府歯科保険医協会・滋賀県保険医協会
 協賛 積水ハウス株式会社・三井ホーム株式会社・京都パナホーム株式会社
 企画協力 三井住友信託銀行京都支店

京都府保険医協会（075-212-8877）までお問い合わせ

京都府保険医協会（075-212-8877）までお問い合わせ

 日時 9月27日㊏ 14時30分～17時30分
（受付開始14時）

　先の参議院選挙では、消費税減税の他に社会保険料の引き下げが争点の一つと
なりました。負担軽減は必要ですが、そのために医療費を下げると医療のアクセ
ス保障や質の低下が起こります。誰もが安心して医療にかかれる制度の「危機」
を医療者と一緒に考えませんか。

　台風、地震等の災害で被災された個人、事業者は復旧費用等で税
制上の特例を活用できます。国税庁ホームページの「災害等にあっ
たとき」「災害関連情報」もご参照下さい。

日　時 10月19日（日） 14時～16時
場　所   佛教大学二条キャンパス

（京都市中京区西ノ京東栂尾町７）
基調報告  「今、地域医療をめぐって起こっていること」

佛教大学福祉学部　准教授　長友 薫輝 氏

シンポジウム　 「危機の共有」
共　催 京都府保険医協会・医療保障を考える研究会

医療制度の「危機」を考える
大切な制度を壊さないために

個人が被害を受けたら
　住宅や家財等に損害を受けた場合、確定申告を
行うことで所得税を軽減できます。
（１）所得税法の雑損控除の適用

　次のうち金額が多い方を雑損控除として所得金
額から差し引くことができます。
●差引損失額＊―総所得金額等の10 分の１
●差引損失額＊のうち災害関連支出の金額―５万円
＊ 損害金額から保険金等によって補填される金額を差

し引いた金額
　対象となる資産は住宅・家財を含む生活に通常
必要な資産です。雑損控除は自然災害の他、火災
や盗難、横領の被害に遭った時も対象です。
（２）災害減免法の適用

　住宅または家財の損害金額（保険金等によって
補填された金額を除く）が価額の２分の１以上で
あった場合、損害を受けた年の所得金額の合計額
が1,000 万円以下であれば、所得金額に応じて所得
税の軽減または免除が受けられます。
※ 「所得税法の雑損控除」と「災害減免法」はどちらか

有利な方を選択し、適用します。

事業者が被害を受けたら
〈個人事業者の場合〉

　事業用資産等に被害を受けた場合、
その損失の金額を必要経費に算入する
ことができます。ただし、保険金等に
より補填される部分の金額は必要経費
に算入されません。

〈法人の場合〉
　事業用資産等に被害を受けた場合の
法人税の取扱いは以下の通りです。
● 法人所有の資産が被害を受けた場合

の損失または費用を損金にすること
ができます。

● 建物、機械、備品等の復旧費用を修
繕費として損金にすることができま
す。

● 被災した資産の修繕に代えて新たに
資産を取得した場合（建物や機械を
取得当時よりもバージョンアップさ
せる場合）は資本的支出として資産
計上します。

台風、地震等の災害時の税制上の支援

第２回 お手軽ウェブセミナー

収入を守り、未来を育てる
～あなたに合った資産形成の方法～

　今回は、資産形成の基本を押さえつつ、具体的な相談事例を紹介し、ご自身に
あった資産形成方法の考え方をご提案します。

日　時 10月1日（水）
14時30分～15時20分

講　師   阪本 佳祐 氏 
２級ファイナンシャル・プランニング技能士（国家資格）、
トータル・ライフ・コンサルタント（生命保険協会認定ＦＰ）

形　式   Zoomウェビナー

※ 事前申込制
（9/30締切）

参加費
無料
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に
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あ
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ら
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。
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二
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。

　
さ
て
こ
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農
」
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あ
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が
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国
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説
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帝
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に
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。
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れ
る
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体
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放
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が
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化
管
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り
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逆
に
体
に

悪
い
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黒
く
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化
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と

い
う
。
神
農
は
あ
ら
ゆ
る
植
物

を
口
に
入
れ
て
、
何
が
薬
で
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毒
か
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自
分
で
判
別
し
た
。

そ
の
結
果
、
植
物
は
4
万
7
千

種
の
薬
と
、
39
万
8
千
種
の
毒

に
分
け
ら
れ
た
。

　
神
農
は
毒
を
口
に
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れ
た
時

に
は
苦
し
み
な
が
ら
も
、
自
分

で
解
毒
剤
を
飲
ん
で
治
し
た
。

し
か
し
つ
い
に
解
毒
で
き
な
い

植
物
に
あ
た
り
、
最
後
は
命
を
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と
し
た
と
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う
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そ
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名
は
「
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現
代
で

も
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用
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よ
る
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亡
例
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報
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れ
て
い
る
。

　
そ
の
神
農
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を
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し
た
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農
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い
う
中
国

最
古
の
薬
学
書
が
あ
る
。
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収
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。
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が
…
。
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追
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数

千
年
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経
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受
け
た
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に
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、
そ
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な
り

の
安
全
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と
有
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保
証
さ

れ
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い
る
と
言
っ
て
い
い
。

　
一
方
、
西
洋
薬
は
ど
う
か
。

次
か
ら
次
へ
と
新
薬
が
開
発
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
数
多
く
の

患
者
が
救
わ
れ
て
い
る
こ
と
は

素
晴
ら
し
い
。
が
、
そ
の
一
方

で
一
世
を
風
靡
し
た
薬
が
、
数

十
年
後
に
は
全
く
使
わ
れ
な
く

な
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。
30

年
前
に
は
あ
ん
な
に
頻
用
さ
れ
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た
ダ
○
ゼ
ン
、
ダ
ン
○
ッ

チ
と
い
っ
た
薬
は
ず
い
ぶ
ん
前

に
販
売
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

　
さ
て
、
現
在
処
方
さ
れ
て
い

る
西
洋
薬
で
1
0
0
年
後
ま
で

残
っ
て
い
る
薬
は
何
種
類
あ
る

だ
ろ
う
か
？

「時間をかける」
ということ

田中 寛之（舞鶴）
弐

第678回社会保険研究会

HPVワクチン問題
～積極的勧奨差し控え、その終了の経緯と、接種の意義について～
日　時   ９月20日（土）14時30分～16時30分
場　所   京都府保険医協会・会議室（ウェブ併用）
講　師   井田 憲蔵 氏（京都産婦人科医会理事、山科医師会理事、IDAクリニック産婦人科院長 ）
コメント　子宮頸がんの現状、HPVワクチンの積極的勧奨の差し
控えからキャッチアップ接種に至るまでの経緯、今後の展望につ
いてお話しします。産婦人科医の立場から、接種を担って下さっ
ている先生方へのお願いもお伝えする予定です。専門的な内容を
極力分かりやすくお伝えします。

会場定員 30人（先着順）※ウェブは定員なし
日本医師会生涯教育制度
カリキュラムコード：11　予防と保健　1.5単位

お申込は
こちらから

お申込は
こちらから

お申込は
こちらから

お申込は
こちらから病院長・開業医・自治体職員から

発言し、ディスカッションします。

2 0 2 5 年 (令和 7年) 9 月 1 0 日第 3 2 0 1 号 京 都 保 険 医 新 聞 (6)毎月10日･25日発行

参加費 無料


